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リスクアセスメントの実施手順

リスクアセスメントは、おおむね次の流れにそって系統的に進めます。

①　職場に潜在するあらゆる危険性又は有害性を特定する。

②　これらの危険性又は有害性ごとに、既存の予防措置による災害防止効果を考慮のうえ

リスクを見積もる。

③　見積もりに基づきリスクを低減するための優先度を設定し、リスク低減措置の内容を

検討する。

④　優先度に対応したリスク低減措置を実施する。

⑤　リスクアセスメントの結果及び実施したリスク低減措置を記録して、災害防止のノウ

ハウを蓄積し、次回のリスクアセスメントに利用する。

　リスクアセスメントを実施する場合、危険性又は有害性を具体的に洗い出すことが重要な鍵となり

ます。そこで、実施手順に入る前に、危険性又は有害性から労働災害（健康障害を含む）に至るプロ

セスについて理解しましょう。


